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                     審 議 経 過            

 

（事務局 ） 

 それでは、定刻になりましたので、ただ今より平成 ２３年度第 １回川西市労働問題審議会を

開催させていただきます。 

 私は、商工農林労政課長の藤井でございます。本日の進行を務めさせていただきます。どう

ぞ、よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の出席は８人 、欠席者は６人で、半数以上のご出席をいただいており、定足

数を満たしておりますことをご報告申しあげます。 

 また、市長が直接委員の皆さまに辞令を交付させていただかなくてはならないところでござい

ますが、都合により出席ができませんので大変申し訳ございませんが予め委員の皆さまのお

手元に辞令を置かせていただいておりますのでご了承願います。 

 それでは、開会に当たりまして市民生活部長の多田よりご挨拶申しあげます。 

 

（事務局 ） 

 皆さま、改めましてこんにちは。部長の多田でございます。本日は、年度末何かとご多忙の

ところ当審議会にご出席いただき誠にありがとうございます。 

 また、委員の皆 さま方には、本市労働福祉行政の推進に当たりまして、ご尽力賜り厚 くお

礼申し上げます。 

さて、現在の本市を取り巻 く雇用情勢でございますが、本日 、ハローワークの所長さまが欠

席ではございますけども、ハローワーク伊丹管内の実績値によりますと、平成 ２２年度の就職

件数では、２１年度 と比較 しまして３．９％増の５，０２７人 。また、新規求人数では、１０．６％

増の１万 １，４２８人 と増加傾向にあり、求職者にとりましては、雇用情勢が若干持ち直す傾

向にあると認識しております。 

 また、職業紹介等を行っております川西パートバンクにおきましては、新年度から、国 と共同

で就職希望者への就労支援等 、地域住民への一層のサービス向上を図ることを目的として

、名称も新たに「川西しごと・サポートセンター」と改めますとともに、パソコン求人検索機を増

設するなど、機能を拡充 して運営することとしており、今後の就職率の向上に大いに効果を

発揮するものと期待しているところでございます。 

加えまして、平成 ２１年度より実施してまいりました「兵庫県緊急雇用就業機会創出基金

を活用した事業 」を来年度も引き続き実施することにより、失業者への雇用機会の創出に努

めたいと考えております。 

 今後とも、本市労働福祉行政の向上に努めて参りたいと考えておりますので、どうかご理解

・ご協力いただきますようお願いいたしまして、簡単ではございますが、私のごあいさつとさせて

いただきます。 

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（事務局 ） 

それでは、議事に入ります前に、今回 、初めて委員にご就任になられた方もおられますので

、各委員の皆さまから一言ずつ自己紹介を賜りたいと存じます。 

 

（各委員／事務局 自己紹介 ） 

 

（事務局 ） 

 ありがとうございました。 

 議事進行につきましては、審議会規則 （第 ６条 １項 ）により会長が議長を務めることとなって

おりますが、会長が選任されるまで、事務局で進めさせていただきますので、ご了承願います。 

  

 

 それでは、議題 １の「会長及び副会長の選任 」についてでございます。会長及び副会長は、

本審議会規則により委員の互選で定めることとなっておりますが、これまでの申し合わせによ
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り会長につきましては、学識経験者の３名の委員の皆さまの中から選任いただくこととなって

おりますが、いかがさせていただきましょうか。 

 

（「事務局一任 」の声あり） 

 

（事務局 ） 

 それでは、事務局一任というお声をいただきましたので、前回も会長職でお世話になってお

るんですけども、金谷さまに再度会長をお引き受けいただければと考えております。いかがでご

ざいますでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

（事務局 ） 

 それでは、金谷さまどうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、副会長でございますが、副会長は申し合わせにより伊丹公共職業安定所長さ

まにお願いすることとなっております。ただし、本日は欠席になっておられますが、了解は得て

おります。それでよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

（事務局 ） 

 それでは、金谷会長 、議長席へお移りください。 

 

＜金谷会長が議長席に移動＞ 

 

（事務局 ） 

 議事進行に移っていただきます前に、ここで金谷会長から就任に当たりごあいさつをお願い

いたします。 

 

＜会長あいさつ＞ 

 

（議長 ） 

 それでは、議題 ２の「平成 ２３年度川西市雇用対策 ・労働福祉事業について」、事務局より

ご説明いただきますが、前回の当審議会において、「雇用対策 」と「労働福祉 」の分野に分け

て協議しては、との提案を受けており、今回そのように資料を作成 しております。 

 そこで、本日の会議の進め方は、まず事務局より、雇用対策関係の事業について説明を受

け、それに対する意見を委員の皆さまよりお受けして意見集約したのち、続いて、労働福祉

関係の事業について説明を受け、委員の皆さまの意見を集約する方向で進めさせていただき

たいと存じます。 

 それでは、まず「雇用対策関係 」の実績報告について、事務局より説明願いま 

す。 

 

（事務局 ） 

 まず、事前にお配りしております審議会の資料ですが、若干訂正箇所がございまして、資料

２ページの上段で平成 ２３年 ２月末現在となっておりますが、平成 ２４年の誤りでございます。

それから、３ページの①会員の状況の中の右側が２２年 と 

 

 

なっておりますが、２３年の誤りでございます。申 し訳ございませんでした。 

それでは、「平成 ２３年度 川西市雇用対策 ・労働福祉事業に係る実績報告について」ご

説明申 しあげます。資料の１ページ目をお開きください。 
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 まず、「雇用対策 」に関する実績報告についてご説明申 し上げます。 

（１）の「川西パートバンクおよび川西市高年齢者職業相談コーナー」における各年度 １月末

現在の集計結果でございますが、まず、川西パートバンクの来所者数では、前年度の同時期

と比べ４３１０名減の２万 ４１４３人 。新規求職者数は、１１７人増の２４０１人 。採用件数では

、１７１人増の８４３人 となっております。 

 また、川西市高年齢者職業相談コーナーの来所者数は、前年度の同時期と比べ１６８人

増の５８２６人 。新規求職者数は、３１人増の７２１人 。採用件数では、５４人増の２６０人 とな

っており、高年齢者を取り巻 く雇用情勢は若干改善する傾向にございます。 

 続きまして、本市を含めた、伊丹市 、猪名川町を管轄する伊丹管内の求人状況ですが、正

規雇用及びパートタイマーの有効求人全数 （先月から繰り越した求人数に、当月新たに発

生した求人数を合計したもの）は前年度と比べ４６９３件増の２万 ７１７９件 となってございます

。 

続きまして、（２）の「キャリア・カウンセリング」についてご説明いたしま 

す。 

このキャリア・カウンセリングは、本審議会からいただきました｢今後の労働福祉行政のあり

方 ｣に関する答申を受けて、平成 １７年度より実施 している制度で、履歴書の書き方や面接

指導などを行 う就職相談をカウンセラー２名体制で月 ４回実施 し、本年 ２月末現在の相談者

数は、男性 ３５人 、女性 ４２人の合計 ７７人で、ニートや精神的な悩みに関する内容等を含む

相談回数は９７回 となっております。 

次に、（３）の「労働相談 」でございますが、労働相談は、賃金の不払いや不当解雇など、

主に労使間のトラブルへの相談業務で、毎月第 ２・第 ４水曜日の月２回実施しておりまして、

本年 ２月末現在の相談者数は２０人で、相談回数は２０回 となってございます。 

 なお、先ほどご説明いたしましたキャリア・カウンセリング、及び、労働相談の詳細につきまし

ては、この資料の最後に添付しております資料 １・２をご参照いただきますようお願いいたしま

す。 

 次に、資料 ２ページをご覧 ください。（４）の「各種セミナー等 」でございますが、資料の一覧表

にありますとおり、再就職支援などを目的とした講演やパソコン講習をはじめ、伊丹公共職業

安定所等との共催により「若年者就職面接会 」を開催したほか、川西市企業人権問題啓発

推進協議会が主催する企業向け人権研修を年 ２回開催するなど、これらのセミナー等に参

加された人数は４７３名 となっております。 

 以上で、雇用対策に関するご説明とさせていただきます。ご協議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

（議長 ） 

 ありがとうございました。今皆さんお気づきのとおり、今ご説明いただきましたのが、１ページ

の上に「雇用対策関係 」というふうに標記されています。次は、もう一つ次のページにいきます

が、「労働福祉関係 」という分野に分けております。 

この度から、雇用対策関係と労働福祉関係と大きく二つに分けて説明していただいておりま

す。それで、今雇用対策関係というところが説明が終わったんですけども、数字が並んでわか

りにくかったかもしれませんが、若干求人が増えているなど少しは明るい兆しがあるというふう

なこともございましたけれども、数字とかわかりにくいとか何かありますでしょうか。どうぞご発言

のほどお願いいたします。 

 

  

 

（ 委 員 ） 

 （ １ ） 川 西 パー トバンク及 び川 西 市 高 年 齢 者 職 業 相 談 コーナーの中 で新 規 求

職 者 数 に対 して採 用 状 況 といいますか 、 ２ ４ ０ １ 人 もの新 規 求 職 者 数 があったに

も関 わらず 、採 用 件 数 が ８ ４ ３ 件 なのか 、その辺 何 か理 由 でもあれば教 えていた

だ きたいんですが 。 
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（ 議 長 ）  

 これはち ょ っ と本 日 副 会 長 の所 長 さんがご欠 席 ですが 、事 務 局 の方 でわかる

範 囲 でお答 えいただけませんか 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 詳 しい理 由 については承 知 してお り ませんが 、例 えば 、川 西 パー トバン ク で ２ ４ ０

１ 人 に対 して ８ ４ ３ 人 と い う こ と で 、 この数 字 だけを見 れば非 常 にまだまだ厳 しい と

い うか 、楽 観 でき る数 字 ではな く 、先 ほど明 るい兆 し とい う ご発 言 もあ り ま したが 、

まだ まだ十 分 な求 職 者 に対 して採 用 に至 っていない と 、 この数 字 を見 る限 り出 て

おる とい う こ と で 、 ち ょ っ と詳 しい中 身 については承 知 してお り ませんので 。 

 

（ 議 長 ） 

 今 日 は 、古 川 所 長 さんがご欠 席 とい う こ と で 、 これは こ う い う こ とです よ とい う こ と

で解 説 でき る方 お られませんで し ょ う か 。 ど うい た しま し ょ う か 。 ち ょ っ と答 えにな っ て

いないよ う ですけども 。 

 

（ 委 員 ） 

 そ う し ま した ら 、 その下 の高 年 齢 者 職 業 相 談 コーナー もわからない とい う こ と で し

ょ う か 。 ７ ２ １ 人 も新 規 求 職 者 がいたにもかかわらず ２ ６ ０ 人 ですから 。 

 

（ 委 員 ） 

 新 規 求 職 者 数 がこれだけあっ ても有 効 求 人 倍 率 が伊 丹 ハローワー クは ０ ． ３ か

０ ． ４ ぐ ら い だっ た と思 います 。ですか ら 、求 職 者 が行 って も求 人 がないので平 均

的 にはこんな感 じにな るのかな と思 います 。 

 

（ 議 長 ） 

 私 も神 戸 のシングルマザーの就 職 支 援 をやっ てい るんですけど も 、就 職 したい と

言 っ て こ られても本 当 にハローワー クにつなげてそれが成 功 するケース とい うのはや

っぱ り少 ないですね 。仕 事 を したい と来 られて も何 段 階 かのステ ッ プがいるよ う に

思 いますね 。それはシングルマザーを見 ての範 囲 ですけど も 。 ち ょ っ と不 確 かなこ と

でお答 えにな ら ないかも しれませんが 。 

 

（ 委 員 ） 

 採 用 された方 とい うのは非 正 規 の方 にな るんで し ょ う か 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 こ こに上 がってい る数 字 は正 規 採 用 及 びパー ト も含 んだ数 字 でございます 。 

 

  

 

（ 委 員 ） 

 関 連 ですが 、来 所 者 数 と新 規 求 職 者 数 とい うのは １割 ほどで数 字 が違 うんで

すが 、 これはど う違 うんですか 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 何 度 も足 を運 んで来 られている求 職 者 を除 く 初 回 の方 の数 字 でございます 。 

 

（ 委 員 ） 

 ２点 ほどお聞 き したいんですが 、 ２番 目 のキ ャ リ ア カウンセ リ ングですが 、後 ろの

資 料 を見 ます と ３人 の カウンセ ラー さんがおられるんですけど も 、通 常 相 談 とニー ト

等 と入 っ てい るんでかな り専 門 性 を有 する と思 うんですが 、 カウンセ ラー さんはど う
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い ったキ ャ リ アの方 なのか とい う こ と と 、人 数 的 に足 りてい るのか 、実 際 には専 門

外 とい う こ とになる と少 ない とい う こ とになる と思 いますのでそ この実 情 と 、 それから

３番 目 の労 働 相 談 なんですけども 、 こ この内 容 がいろんな こ とがあるんですけども

、 ち ょ っ と心 配 なのは １ ４件 、 １ ９ 件 、 ２ ０ 件 の中 で特 定 の会 社 とい うのは存 在 しな

いのか 、同 じ会 社 ばか りが相 談 に来 られている と 、 これはまた大 変 なこ となのでそ

うい う実 情 がないのかとい う こ と をお聞 き したい 。 

 

（ 議 長 ） 

 これについては事 務 局 にお答 え願 いますが 、 こ う い う難 しい問 題 については精 神

科 のお医 者 さん とか 、 それから地 域 の施 設 に連 携 してや っ てい るよ う ですけど 、事

務 局 お願 い します 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 まず 、 １ 点 目 のキ ャ リア カウンセ リ ングの体 制 ですけど も 、今 現 在 、男 性 のア ドバ

イザー と女 性 のア ドバ イザーお一 人 ずつで体 制 を組 んでお り ます 。資 格 といた しま

しては男 性 の方 がキャ リ ア カウンセ ラー と し ての資 格 はも ち ろんお持 ちです し 、女 性

の方 についてはキ ャ リア カウンセ ラーの資 格 のほかに社 会 保 険 労 務 士 の資 格 を

お持 ちの方 で 、今 は産 休 でお休 みにはなっ てお られますけども 、 そのよ う な形 でや

っ てお り ます 。それから 、労 働 相 談 については 、特 定 の事 業 所 かとい う こ と ですけ

ど も 、事 例 は さまざ までご ざいま して 、特 定 の事 業 所 とい う こ と ではございません 。

以 上 でござます 。 

 

（ 議 長 ） 

 労 働 相 談 に関 しては 、会 社 とい う よ り も働 いてお られる側 の相 談 ですので 。 

 

（ 委 員 ） 

 カウンセ ラー ２人 体 制 で十 分 だ とお考 えで し ょ う か 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 一 応 、産 休 の間 、別 の方 を派 遣 して も ら っ てお り ますので問 題 ございません 。 

 

（ 委 員 ） 

 労 働 相 談 の内 訳 なんですが 、通 常 相 談 に来 られてすべて １回 で終 わ 

 

っておられるんですが 、どんな対 応 を してい るのか 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 今 回 はたまたますべての方 が １回 で済 んだ とい う こ と で 、 ２ 回 以 上 来 られるケー

ス もあるんですが 、ただ 、内 容 については こ こに相 談 内 容 とい う こ と で書 いておるん

ですけども 、大 抵 の場 合 はお急 ぎで緊 急 で解 決 したい とい う よ う な内 容 が多 ござ

いま して 、実 は伊 丹 労 働 基 準 監 督 署 の方 に労 働 相 談 について電 話 で相 談 に

応 じていただけますので 、そ ち らの方 にお急 ぎの場 合 は電 話 で受 け られますよ とい

う こ と でご案 内 を してお り ます 。それで 、私 ど もの方 は社 会 保 険 労 務 士 の資 格 を

持 った女 性 の方 が １名 お られますので 、その方 が受 けた件 数 がこの内 容 になっ て

ご ざいます 。以 上 でございます 。 

 

（ 委 員 ） 

 そ した ら 、一 つ例 に挙 げていただいて 、 この一 番 上 の職 員 間 の ト ラ ブルで会 社 を

解 雇 、今 後 のこ とについて 、 こ う い う事 案 についてはど うい うふ う に対 応 されている

んですか 。 
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（ 事 務 局 ）  

 実 際 に社 労 士 の相 談 員 が メ モ と し て残 し てい る書 類 を 、ただ個 人 情 報 にな り ま

すので取 扱 の部 分 で ち ょ っ とあるんですけども 、 その内 容 を見 ま した ら 、 あ る程 度

どのよ う な対 応 を したか とい うのはわかるか と思 いますが 、今 ち ょ っ と手 元 にござい

ませんので 。 

 

（ 議 長 ） 

 こ こ で終 わらずに 、次 は こ こへ行 っ て く れ とかとい う対 応 は全 部 してい る と思 いま

すけども 、今 まで １回 で済 んでいる とい う こ とは少 なかった と思 いますが 、本 当 に連

携 を と り なが らやっ ているよ う ですので 、記 録 を見 た らわかる と思 うんですけどね 、

弁 護 士 さんに相 談 した ら と紹 介 した とか 。 

 

（ 委 員 ） 

 そ した ら 、相 談 を受 けて 、そ して誰 かを紹 介 してスムース と言 っ た らいいのか 、 ち ょ

っ と言 葉 が見 つからないんですけども 、解 決 を してい っ てい る とい うふ う に理 解 した

らいいのかな 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 キ ャ リ ア カウンセ リ ングにつき ま しては 、お受 けいただいた方 に対 し て 、 ち ょ っ と期

間 を置 きま して追 跡 調 査 とい う こ と でそ う い う ア ンケー ト も実 施 させていただいてい

るんですけども 、労 働 相 談 については 、その後 ど う な り ま したか とかい う調 査 は現

実 してお り ませんのでよろ し く お願 いいた します 。 

 

（ 委 員 ） 

 そ した ら口 幅 ったいよ う ですが 、 こ こへ来 る とい う こ とは正 直 藁 を もつかむよ う な思

いだ と思 うんですよ 。 それで相 談 に来 られた 。それでど こど こ を紹 介 した 。 そ した ら そ

のあ との フ ォ ローをその場 でするのか 、あるいは 、連 絡 を く だ さい と言 うのか 、それは

仕 事 の進 め方 による と思 うんですけども 、最 後 ど う な っ たかど うかのチ ェ ッ ク と言 い 

 

 

ますか 、 フ ォ ローを き ちっ と し てい く べき ではないか 。そ う でなければなんの相 談 かわ

からへん とい うふ う に思 っ てお り ますんで 、 フ ォ ローする気 持 ちはあ り ますか 。 

 

（ 議 長 ） 

 一 歩 踏 み込 んで追 跡 調 査 を した り 、 その後 の様 子 を知 るべきかど うか とい う こ と

ですね 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 今 の実 情 で言 います と 、 この労 働 相 談 とい うのは匿 名 でお名 前 を伏 せた状 態

でご相 談 を受 けた り 、あ るいは 、あま り触 れ られた く ない とい う方 もおられるんですけ

ど も 、 そ う い う方 を除 いて特 に差 し障 りがない とい う方 につき ま しては 、あ との フ ォ ロ

ー とい うか 、結 果 ど う なっ たか とい う こ とについて今 後 の方 向 と しては考 えてまい り

たい と思 います 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 先 ほどご質 問 があ り ま した １点 目 の相 談 の対 応 についてですが 、社 労 士 の メ モ

によ り ます と 、会 社 に理 由 を聞 いて も解 雇 した理 由 について言 わないだろ う と 、勤

務 継 続 したいのでもめた く ない と 、同 僚 の非 を認 めさせるためにも理 由 を知 り 、精

神 的 苦 痛 とか 、慰 謝 料 のや り と り を本 人 とする とい う こ と で市 の法 律 相 談 の方 へ

案 内 した とい う こ と でご ざいます 。以 上 でございます 。 
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（ 議 長 ）  

 そ した ら 、少 し時 間 を と り ま したけど も 、次 の ３ページにまい り ま して 、労 働 福 祉

関 係 とい う と こ ろのご説 明 をお願 いいた します 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 続 きま して 、 「 労 働 福 祉 」 に関 する実 績 報 告 についてご報 告 いた します 。 ３ ペー

ジ を ご覧 く だ さい 。 

（ １ ） 「 川 西 市 技 能 功 労 者 および優 良 従 業 員 表 彰 」 についてですが 、 この表

彰 制 度 は 、長 年 同 一 の職 業 に従 事 されている優 れた技 能 者 と市 内 商 工 業 の

振 興 、発 展 に尽 く され た従 業 員 を対 象 と し た表 彰 制 度 であ り ま し て 、 ２ ３ 年 度 は

技 能 功 労 者 表 彰 で ９ 名 、優 良 従 業 員 表 彰 で ４名 を表 彰 してご ざいます 。 

次 に 、 （ ２ ） の 「 産 業 保 健 」 で ご ざいます 。当 該 事 業 は 、従 業 員 ５ ０人 未 満 の

市 内 にある事 業 所 を対 象 と し て 、従 業 員 の安 全 と健 康 を確 保 す る こ となど を目

的 に市 医 師 会 に事 業 委 託 し 、 実 施 してい る ものでございま して 、本 年 １月 か ら ３

月 にかけて ８日 間 、市 保 健 セン ターにおいて実 施 いた しま した と こ ろ 、申 込 企 業

数 は ３ ５社 で 、申 込 者 数 は前 年 度 の同 時 期 に比 べて ４ ６人 減 の ２ ６ ０ 人 とな っ て

お り ます 。 

次 の （ ３ ） の 「 川 西 市 勤 労 者 住 宅 資 金 融 資 あっせん 」 につき ま しては 、平 成 １

５年 ３月 ３ １ 日 を も っ て新 規 貸 付 を終 了 してお り 、貸 付 の残 件 数 は １ ８件 とな っ て

お り ます 。 また 、続 く （ ４ ） の 「 川 西 市 災 害 復 興 住 宅 資 金 融 資 あっせん 」 につき ま

して も 、勤 労 者 住 宅 資 金 融 資 あっせん制 度 と同 様 、平 成 ９年 １ 月 １ ６ 日 を も っ て

新 規 貸 付 を終 了 し 、 貸 付 件 数 は １件 を残 すのみ とな っ てございます 。 

 次 に 、 （ ５ ） の川 西 市 中 小 企 業 勤 労 者 福 祉 サービスセン ターについてでござい

ますが 、まず初 めに 、当 サービスセン ターの加 入 要 件 等 について若 干 説 明 させて

いただき ます 。 

当 サービスセン ターは 、市 内 中 小 企 業 で働 く勤 労 者 と事 業 主 の皆 様 の福 利

厚 生 の向 上 を図 る こ と を目 的 と してい る もので 、会 員 と してご加 入 いただけるのは

、市 内 に主 たる事 業 所 、店 舗 、工 場 などがある従 業 員 １人 以 上 ３ ０ ０ 人 以 下 の

中 小 企 業 の事 業 主 で 、常 時 雇 用 してい る全 従 業 員 と期 間 を定 めて雇 用 してい

る従 業 員 、及 び 、パー ト タ イ マーが会 員 の対 象 とな っ てご ざいます 。また 、加 入 の

際 には 、 ２種 類 の会 員 制 度 から選 択 していただ く こ と と な っ てお り 、健 康 診 断 の

受 診 料 に対 する補 助 や各 種 割 引 チケ ッ ト等 のあっせんなどのサービスが受 け ら

れる厚 生 事 業 会 員 と 、 この厚 生 事 業 に各 種 祝 い金 などが受 け取 れる慶 弔 給

付 事 業 を追 加 した全 加 入 会 員 があ り 、年 間 の会 費 については 、前 者 の厚 生 事

業 のみを選 択 した場 合 、会 員 一 人 当 た り ３ ０ ０ ０ 円 を 、 また 、後 者 の全 加 入 の場

合 は 、 ４ ８ ０ ０ 円 の会 費 を徴 収 しセン ター事 業 を運 営 してお り ます 。 

それでは 、 これよ り資 料 に基 づきご説 明 いた します 。 

当 サービスセン ターの 「会 員 の状 況 」 ですが 、本 年 ３月 １日 現 在 の加 入 事 業 所

数 は １ ０ ２ 社 で 、会 員 数 は １ ７ ３ ４ 人 とな っ てお り 、前 年 度 の同 時 期 と比 べます と 、

事 業 所 数 で ２社 、 会 員 数 で ７ ２人 の減 少 と な っ てお り ます 。 これは 、年 度 当 初 に

１ ０ ０ 人 程 度 の大 口 会 員 事 業 所 が脱 退 された こ とが影 響 してお り ます 。 なお 、 ２ ４

年 度 では 、兵 庫 県 の緊 急 雇 用 就 業 機 会 創 出 事 業 基 金 を活 用 した新 規 加 入

促 進 事 業 を実 施 する予 定 で 、 これによ り会 員 増 加 を図 りたい と考 えてお り ます 。 

次 に 、② 「 自 主 事 業 」 では 、 ソ フ ト ボール大 会 をは じめ 、 ゴル フ大 会 やバスツア

ーなどの五 つの自 主 事 業 を実 施 し ２ ６ ７ 人 の参 加 がございま した 。続 いて 、③ 「 健

康 管 理 事 業 」 ですが 、 この事 業 は 、会 員 の皆 様 の健 康 管 理 に資 するため 、市

内 医 療 機 関 等 で受 診 された健 康 診 断 料 金 に対 し ま して 、 その受 診 内 容 によ り

１ ５ ０ ０ 円 も し く は １ ６ ４ ０ 円 の補 助 を行 う事 業 でございま して 、 まず 、上 段 の 「 健 康

診 断 」 ですが 、 これは兵 庫 県 予 防 医 学 協 会 と提 携 して実 施 してお り ます事 業 所

検 診 における ２月 末 現 在 の実 績 でございま して 、 ６ １ ７ 人 の受 診 者 に対 して補 助

いた しま した 。 また 、 これ以 外 の医 療 機 関 で健 康 診 断 を受 け られた会 員 ４ ９ ６ 人
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に対 して も補 助 を行 ったほか 、人 間 ド ッ ク を受 診 されま した方 にも 、 その受 診 料 の

金 額 に応 じて ２ ０ ０ ０ 円 ～ １万 円 の間 で一 定 の補 助 額 を設 定 し 、 ４ ３ 人 の会 員 に

対 して補 助 いた しま し た 。 

次 に 、④の 「 演 劇 鑑 賞 チケ ッ トのあ っせん販 売 」 では 、各 劇 場 との提 携 によ り 、

観 劇 チケ ッ ト を １ ０ ％～ ４ ０ ％引 きであ っせん販 売 する もので 、 ２ 月 末 現 在 で ９ ６枚

のチケ ッ トの販 売 を行 いま した 。 

次 の⑤ 「 旅 行 ・ 宿 泊 補 助 」 ですが 、 これは 、各 地 の宿 泊 施 設 及 び旅 行 社 と提

携 し 、割 引 料 金 で利 用 でき るほか 、当 サービスセン ターが発 行 す る 「 旅 行 ・ 宿 泊

補 助 券 」 の利 用 によ り 、 １ 回 の旅 行 につき会 員 が ２ ０ ０ ０ 円 、会 員 の家 族 は １ ０ ０

０ 円 を精 算 時 に割 り引 き される制 度 で 、 ２ 月 末 現 在 で ２ ３ １ 枚 の利 用 がございま

した 。 

また 、⑥の 「 レ ジ ャ ー施 設 利 用 チケ ッ ト あ っせん及 び利 用 補 助 券 の交 付 」 につ

き ま しては 、 これ も④の演 劇 鑑 賞 チケ ッ トのあ っせん販 売 と同 じ く 遊 園 施 設 等 との

提 携 によ り割 り引 き後 のチケ ッ ト を あっせん販 売 し 、 ２ 月 末 現 在 で １ ４ ９ １ 枚 の利

用 がございま した 。 

 なお 、先 ほどご説 明 いた しま した④演 劇 鑑 賞 チケ ッ トの利 用 やレ ジ ャー施 設 利

用 などが昨 年 と比 べ減 少 傾 向 にあるため 、 ２ ４ 年 度 では 、チケ ッ ト ぴあ と提 携 して

魅 力 あるチケ ッ トの提 供 を行 い 、利 用 者 増 を図 りたい と考 えてお り ます 。 

最 後 の⑦ 「 給 付 事 業 」 ですが 、 これは 、年 会 費 ４ ８ ０ ０ 円 をお支 払 いいただいて

いる会 員 のみが受 け られるサービスで 、全 国 労 働 者 共 済 生 活 協 同 組 合 連 合

会 、略 して 「 全 労 済 」 と提 携 し 、結 婚 祝 い金 などの各 種 祝 い金 をは じめ 、死 亡

弔 慰 金 や見 舞 金 等 を受 け取 れる制 度 でご ざいま して 、給 付 申 請 件 数 １ ０ ４ 件 に

対 し 、 １ ０ ９ 万 １ ０ ０ ０ 円 の給 付 を行 いま した 。 

以 上 で 、平 成 ２ ３年 度 における本 市 の労 働 福 祉 に関 する実 績 報 告 の説 明 と

させていただき ます 。 

 続 きま して 、昨 年 ３ 月 に開 催 されま した当 審 議 会 において 、い く つかご提 案 があ

り ま したので 、その後 の対 応 方 針 等 についてご報 告 いた します 。 

まず 、 「 当 審 議 会 に中 小 企 業 事 業 主 やコ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジネスに携 わられている

方 を選 任 する考 えはないか 」 とのご提 案 についてであ り ますが 、現 在 、当 審 議 会

委 員 は 、使 用 者 の代 表 枠 と し て ３名 の方 を川 西 市 商 工 会 の推 薦 を受 けて選

任 してお り ますが 、 この枠 の中 で 、新 たに コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジネス等 の業 界 から代 表

者 を選 任 する こ とは可 能 である と考 え てお り ます 。 

次 に 、 「 当 審 議 会 の名 称 を改 名 し 、雇 用 に特 化 した審 議 会 にする考 えはない

か 」 とのご提 案 でございます 。審 議 会 規 則 では 、第 ２条 で 「 労 働 福 祉 に関 する事

項 について調 査 審 議 する 」 と な っ てお り 、雇 用 対 策 については 、特 に論 議 の対 象

と していない と解 釈 してお り ますが 、雇 用 対 策 の中 には市 と して取 り組 める領 域 も

ある こ とか ら 、 この際 、審 議 会 規 則 を見 直 し 、 「 雇 用 に関 する事 項 」 を追 加 しては

ど うか と考 えます 。 なお 、今 回 から 、 「 雇 用 対 策 事 業 」 と 「 労 働 福 祉 事 業 」 と に分

けてご協 議 いただけるよ う配 慮 し 、分 野 を分 けて資 料 を作 成 いた しま した 。 また 、

当 審 議 会 の名 称 変 更 については特 に必 要 ない もの と考 えてお り ます 。 

続 いて 、 「 当 審 議 会 を定 期 的 に開 催 し 、労 働 福 祉 の面 だけでな く雇 用 対 策

の面 でも協 議 する場 を持 っ てはど うか 」 とのご提 案 ですが 、 

現 在 の審 議 会 の中 で も雇 用 面 の実 績 報 告 とそれに対 するご意 見 はいただいて

お り 、会 議 の進 め方 は 、現 状 どお りが適 当 か と考 えてお り ます 。 また 、 「 市 内 の優

良 中 小 企 業 を表 彰 す る制 度 を設 けてはど うか 」 とのご提 案 でございますが 、現 時

点 で 、制 度 を設 ける考 えはございませんが 、今 年 度 では 、仕 事 と生 活 のバランス

の実 現 推 進 のために先 進 的 な取 り組 みを実 施 してい る兵 庫 県 内 の企 業 ・ 団 体

等 を表 彰 する 「 ひ ょ う ご仕 事 と生 活 のバランス企 業 表 彰 」 に応 募 して も ら う よ う 、

市 労 政 ニ ュースに掲 載 し市 内 事 業 所 へ呼 びかけま した 。今 後 も 、 この よ う な表 彰

制 度 を通 して市 内 事 業 所 を広 く知 っ て も らい 、優 秀 な人 材 の確 保 につながるよ

う Ｐ Ｒ し てい きたい と考 えてお り ます 。 
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最 後 に 、 「 市 内 中 小 企 業 と若 年 求 職 者 とのマ ッ チ ングに取 り組 むべきではな

いか 」 とのご提 案 ですが 、 これについては 、先 ほど 、雇 用 対 策 関 係 の実 績 報 告 の

中 でご報 告 させていただ き ま した 「 若 年 者 就 職 面 接 会 」 を今 後 も随 時 開 催 し 、 で

き るかぎ り市 内 事 業 所 に参 加 いただいて若 年 者 とのマ ッ チ ングを図 りたい と考 え

てお り ます 。 

以 上 で 、労 働 福 祉 に関 する実 績 報 告 、並 びに 、委 員 からのご提 案 に対 する

対 応 方 針 の説 明 と させていただき ますので 、併 せてご協 議 賜 ります よ う お願 いい

た します 

 

（ 議 長 ） 

 あ りが と う ご ざいま した 。 そ う し ま した ら 、二 つの項 目 を一 度 にご 

 

 

説 明 いただき ま したが 、 「 労 働 福 祉 関 係 」 の と こ ろ を少 しや り ま して 、 それから 、今

対 応 方 針 について とい うのが出 ま したが 、 これは とて も重 要 だ と思 いますので 、全

委 員 の皆 さ まか ら ご意 見 を賜 りたい と思 います 。 

 それでは 、労 働 福 祉 関 係 のと こ ろ で 、 ご質 問 とかご意 見 ございませんで し ょ う か

。若 干 加 盟 の企 業 が減 っている とい う こ とがあるよ う ですね 。それでも 、健 康 診 断

の と こ ろが圧 倒 的 に人 気 がある と言 いますか 、チケ ッ ト なんかよ り も こ っ ちは参 加

人 数 が多 いよ う に思 いますけども 、 この辺 りはいかがで し ょ う か 。 

 

（ 委 員 ） 

 ち ょ っ とお聞 き したいが 、非 常 に資 料 が見 に く い 。会 員 の状 況 を見 てた ら 、加 入

事 業 所 は １ ０ ２ 社 で 、 会 員 数 は １ ７ ３ ４ 人 。 その上 に 

（ ２ ） の と こ ろ で産 業 保 健 の ５ ０人 未 満 とい う のが出 ているんですけど も 、 ５ ０ 人 未

満 の会 社 が一 体 どれぐ らいあるのか とか 、或 いは 、先 ほどの給 付 事 業 で ４ ８ ０ ０

円 に加 入 してい る事 業 所 は一 体 どれだけあるのか とか 、 ち ょ っ と資 料 と し ては見

に く いので 、 も う 少 しわか りやすい資 料 づ く りができ ないのか と思 うがいかがで し ょ う

か 。 

 

（ 議 長 ） 

 そ う ですね 、グ ラ フ なんかを付 ける とい うのも手 かもわか り ませんけど も 、先 ほど 、

健 康 診 断 だけは ３ ０ ０ ０ 円 とかご説 明 いただいたんですが 、も っ とわか りやすい資

料 が出 ないのか とい う こ と ですが 、他 の委 員 さんいかがですか 。 

 

（ 委 員 ） 

 資 料 のこ とにつなが る と思 うんですけども 、会 員 さんの会 費 が ３ ０ ０ ０ 円 と ４ ８ ０ ０

円 なんですけど も 、それの差 額 が全 労 済 の加 入 費 である と 。実 際 にその会 費 で

運 営 されてきた基 金 とい うわけではあ り ませんが 、会 費 の残 が滞 りな く 運 営 でき て

い るのか とい う こ とがわかる資 料 づ く り に してほ しいな と思 います 。 

 

（ 議 長 ） 

 運 営 状 況 ですか 、運 営 が会 費 とつ りあ っ てい るのか とい う こ とか と思 いますが 、

減 っ てい る要 望 、増 え てき てい る要 望 とかがある と思 いますが 、その辺 のニーズを

素 早 く キ ャ ッ チす る運 営 体 制 とい う こ と も あるで し ょ う し 、 よ ろ しい で し ょ う か 、残 りの

会 費 で運 営 はスムーズにいけているのか とい う こ とか と思 いますが 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 まず 、全 加 入 の部 分 と厚 生 事 業 とい う部 分 で会 費 を分 けているわけですけど も

、 その差 額 の部 分 で全 労 済 の方 に委 託 を してお り ま して 、 それを全 部 使 い切 らず

に年 度 末 に戻 って く る ケース も ご ざいます 。 ですか ら 、 その中 で十 分 運 営 はできて
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いる と考 えてお り ます 。 

 それから 、 ２ ４ 年 度 予 算 ベースにはなるんですけども 、会 費 に内 訳 と しま して 、 全

加 入 の会 員 と厚 生 事 業 の会 員 は 、全 会 員 数 の半 数 ずつ ぐ らいの比 率 になっ て

ご ざいます 。以 上 でございます 。 

 

（ 委 員 ） 

 これ 、一 般 会 計 の労 働 費 で予 算 がついているよな 。 そ した ら 、何 に 

 

どれだけお金 を使 ったか とい う こ とについて 、や っぱ り今 日 来 られている皆 さまに報

告 する義 務 がある と思 うんですけどね 。例 えば 、 ソ フ ト ボールやった 、ゴル フボール

大 会 やった 、い く ら 市 と し て一 般 会 計 から拠 出 したお金 を こ う い うふ う に使 いま し

た と 。 それで労 働 者 に対 する福 祉 はこ う い うふ う に充 実 しま した と い う報 告 書 にな

ら ない と 、 

これ じ ゃ全 然 報 告 書 にも何 にも な っ てへんやん 。それで 、今 後 ど うす るのか とい う こ

と も全 く 見 えていない し 、 た だ 、申 込 みがあった と こ ろ だけや り ま した 。申 込 みがなか

った場 合 には産 業 保 健 についても全 く 手 をつけてお り ません とい う よ う な報 告 にな

っ て しま うわけです 。 

その辺 ど う ですか 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 まず 、平 成 ２ ３年 度 の実 績 と しま して 、 一 般 会 計 から このセン ターの方 に入 って

き てお り ますお金 とい うのが １ ８ ０ 万 円 補 助 金 で入 ってき てお り ます 。その分 は臨

時 職 員 １名 分 の人 件 費 にすべて当 た っ てお り ます 。それ以 外 の費 用 につきま して

は 、基 本 的 に会 員 さ まか らいただいた会 費 で運 営 してい る とい う こ と でご ざいます

。以 上 でございます 。 

 

（ 議 長 ） 

 お金 は 、お世 話 を してい る臨 時 職 員 の給 料 に １ ８ ０ 万 円 充 てている とい う こ と な

んですね 。 ち ょ っ と思 い出 しま したが 、健 康 診 断 の合 計 で １ １ ５ ６ 人 ですか 、加 盟

の １ ７ ３ ４ 人 に対 して ６ ６ ％ ぐ ら い健 康 診 断 には皆 さん行 っ て ら っ し ゃ る とい う 、 これ

は結 構 大 きいのかな と思 いますね 。要 望 が非 常 に高 いのかな と思 いますので 、 こ

れ を徹 底 する とか 、そんな こ と も いいのでは 、健 康 診 断 の人 数 が多 いですよね 、会

員 数 の人 数 から します とね 。 

 

（ 委 員 ） 

 能 勢 電 鉄 も これにはお世 話 になっ てい るんです 。ただ 、会 社 の都 合 で慶 弔 の部

分 がな く な っ たんですけどね 。 このチケ ッ トのあっせんやレジャーのあっせん も よ く 利

用 させて も ら っ ていますのであ りがたいな とは思 っ てお り ます 。 

 

（ 議 長 ） 

 議 長 、 も う ち ょ っ と数 字 を見 やす く とかい うふ う なご要 望 もあるよ うですけども 、見

やす く とい うのは会 計 報 告 も含 めて とい う こ と で し ょ う か 。 それ と も この数 字 が見 に

く い とい う こ と ですか 。 

 

（ 委 員 ） 

 繰 り返 しますけど も 、会 員 は １ ０ ２ 社 あ っ て 、会 員 数 は １ ７ ３ ４ 人  

で 、その う ち 、先 ほどの産 業 保 健 であった ら 、 ５ ０ 人 未 満 の申 込 者 企 業 者 数 が ３

５ と な っ てい るんですけど も 、 そ した ら ５ ０ 人 未 満 の企 業 は一 体 何 人 いて 、そ して ３

５ 社 が申 し込 まれたのか とい う よ う な こ とがわからない と判 断 が しに く いんですよね 。

産 業 保 健 で ７ ０社 あ っ て ３ ５ 社 半 分 だけ受 けています 。そ した ら 、残 りの半 分 に対

してはどんな指 導 を されるのか とい う よ う な こ と を明 確 に していかない と 、市 がやっ て
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いる元 気 で日 々の生 活 を送 っ ていただ きたい とい う思 いが 、 と どかないよ う な気 が

するんですよ 。 

 

 

（ 事 務 局 ）  

 今 委 員 がお っ し ゃ ってい る こ とは 、 まず川 西 市 内 の中 小 企 業 の全 体 像 が見 に く

い とい う こ とを まずお っ し ゃ っ てい る と思 います 。川 西 市 内 の企 業 がど うい う規 模 で

どの く ら いの数 があるのか 、それをどの く らいの数 があるのか私 ど も把 握 して皆 さん

にご説 明 するのが最 初 にある と思 います 。 

 それがないために 、今 部 分 的 に しかお見 せできていませんので 、委 員 がお っ し ゃ

る とお り 、申 し訳 あ り ませんがわか りに く い とい う こ とがある と思 います 。 

 それ と先 ほど も ご説 明 してお り ますが 、 （ ５ ） の中 小 企 業 勤 労 者 福 祉 サービスセ

ン ターについては 、市 の方 は先 ほど申 し上 げま したがアルバイ ト さんの人 件 費 １ ８ ０

万 円 を補 助 金 と して出 してお り ま して 、 それ以 外 は会 員 さんの会 費 で運 営 してい

る とい う こ と でご ざいます 。 

 それから 、産 業 保 健 につきま しては 、市 外 の方 に委 託 を してお り ますので 、 これ

は中 小 企 業 勤 労 者 福 祉 サービスセン ターの事 業 ではございません 。市 が医 師 会

に委 託 して市 内 の ５ ０ 未 満 の事 業 所 を対 象 にやってい る事 業 でございます 。 

 ですから 、 まず全 体 の数 字 をご報 告 させていただいて 、その中 で対 象 にしてい る

のがこれだけある 。 また 、勤 労 者 福 祉 サービスセン ターは全 体 の １ ０ ２ 社 しか加 入

していない と 。 い う こ とで 、私 ど も この加 入 について も若 干 減 る傾 向 にあ り ますので

、 ２ ４ 年 度 先 ほど も説 明 あ り ま したが 、会 員 加 入 促 進 事 業 とい う こ と で 、 ア ンケー

ト等 Ｐ Ｒ も含 めま してや らせていただいて 、 この福 祉 サービスセン ターの充 実 を図 っ

てい きたいな とい う こ と で今 考 えている と こ ろ でご ざいます 。 

 大 変 わか りに く い資 料 で 、全 体 の話 をする必 要 があった と思 います 。 よ ろ し く お

願 いいた します 。 

 

（ 議 長 ） 

 川 西 市 内 にどの く らいの事 業 所 があっ て １ ０ ０ ０ 人 規 模 はどの く らいあ っ て 、 ３ ０

０ 人 以 上 はどの く ら いあ っ て 、 ５ 人 未 満 がなん と多 い こ とか とか 、そ う い う ざ っ く り し

た企 業 の数 をまず把 握 しない と この ３ ５ が多 いのか 、少 ないのか 、その辺 も よ く わ

か ら ないな と とい う こ と で実 際 これは大 きな課 題 だ と思 います 。ほ と んどが小 さい ５

人 未 満 の企 業 が多 いですからね 。 

 今 日 あ と ３ ０ 分 は この対 応 方 針 について とい う こ と をご説 明 いただ き ま したので 、

これはまず全 委 員 の皆 さまにど うす るのか 、 ど う発 展 させるのか 、詰 めてい く のか と

い う ご意 見 賜 りたい と思 います 。 

 提 案 １か ら ５ までご ざいます 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ビジネス関 係 の方 を この委 員 会 に入 れ

るのは可 能 ですよ とい うのがあ り ま して 、今 回 、 この雇 用 に特 化 した とい う こ と を強

調 する とい う意 味 もあ り ま して 、雇 用 の関 係 の資 料 とそれから労 働 福 祉 に関 する

資 料 に分 けてご説 明 いただいたんですけども 、雇 用 に関 する事 項 とい うのを少 し

メ イ ン と まではい き ませんが 、 この審 議 会 の中 に追 加 してい く と い う こ とは可 能 だ と

い う ご提 案 ですね 。 

 それから 、雇 用 対 策 の面 でも協 議 する とい う こ とについては 、他 にも審 議 会 があ

るので現 状 どお り でいいのではないか と 。 それから中 小 企 業 を表 彰 する制 度 とい う

のが県 の 、県 がやってい るかど うかは知 らないんですけども 、 そ こに川 西 市 内 から

も推 薦 してい く と い うふ う な こ と で今 年 は対 応 したい 。 

 

 

それから 、中 小 企 業 に若 手 の求 職 者 をマ ッ チ ングする取 り組 みを今 年 も図 り

たい とい う この ５点 ですけども 、いかがで し ょ うか 。 これが昨 年 度 出 ま して 、今 年 こ こ

まで提 案 し ていただいた こ とは非 常 に前 向 き だ と思 うんですけども 、 これについてい
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かがで し ょ う か 。 

 

（ 委 員 ） 

 今 、委 員 さんがお っ し ゃ っ た こ とは最 もだ と思 うんですよ 。私 は一 番 最 初 に雇 用

対 策 の説 明 の中 で 、川 西 市 の労 働 力 率 がどれ く らい で 、男 性 と女 性 に分 けてど

れ く らい 、非 正 規 率 が何 ％ぐらいか 、その実 態 がわかった中 で こ うい うふ う な数 字

が並 んでいるのを見 ない と 、やは り市 民 全 体 の安 定 した生 活 とか豊 か さ とかがわ

からないんですね 。 

 それから 、働 く 人 た ちの生 活 の在 り様 、そ う い う問 題 を審 議 するのも 、 そ うい った

実 態 がまず示 されて 、 そ う い う実 態 に基 づいてよ り よい生 活 の状 態 を考 える とい う

のが この審 議 会 の意 味 で し ょ う と い う こ と で 、私 は議 案 の １か ら ５ にあるよ う な こ と

に対 応 するよ う な問 題 を私 は昨 年 度 提 起 した と思 うんですよね 。 

 私 は 、 こ う い うふ う な対 応 で言 っ て下 さる こ とにほぼ賛 成 です 。た だ 、 ち ょ っ と今 も

や っ てい るんですかね 、ひ ょ う ご仕 事 と生 活 のバランス企 業 表 彰 とい うのは今 やっ

てい るんですか 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 この企 業 表 彰 を実 施 してお り ますのが 、財 団 法 人 兵 庫 県 勤 労 福 祉 協 会 とい

う と こ ろ でやっ てお り ま して 、 これについては兵 庫 県 と連 合 兵 庫 、それから兵 庫 県

経 営 者 協 会 の ３者 が協 力 して創 設 された団 体 だ と聞 いてお り ます 。 

 

（ 委 員 ） 

 まあ 、最 初 はそ うい う と こ ろか ら出 発 な さ っ た ら いい と思 います 。私 と し ては事 務

局 が前 向 きな方 針 を出 して く だ さ っ た な と思 っ て評 価 してお り ます 。 

 

（ 議 長 ） 実 態 に基 づいた情 報 提 供 がまず最 初 で し ょ う と い う よ う な こ と ですが 、他

の委 員 さんど う ですか 。 

 

（ 委 員 ） 

 確 かにお っ し ゃ っ ておられる とお りだ と思 います 。そ う言 われたら私 も長 い こ と川

西 市 で働 いていて川 西 市 に会 社 がどれ く らいあるのか今 までなん と も思 っ た こ と な

く て委 員 さんのお っ し ゃ る とお り だ と思 います 。 

 それ と 、多 田 部 長 の最 初 のごあい さつの中 にあった ２ １ 年 度 から始 ま っ た緊 急

雇 用 対 策 の中 で ３年 間 の限 定 とい う こ と で 、能 勢 電 鉄 ではふる さ と雇 用 で ２人 を

雇 っ てお り ま して 、 それはあ く まで も国 からの助 成 とい う こ と で聞 いてお っ たんですが

、 この ２ ４ 年 度 から １年 間 延 長 する と 。 これは国 からの助 成 が伸 びたのか 、それ と

も 、川 西 から今 度 は新 たに助 成 するのか 、 ち ょ っ と その辺 をお伺 い したい と思 いま

すが 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 今 お っ し ゃ られま した とお り ですね 、ふる さ と雇 用 再 生 事 業 とい う 

 

 

こ とで 、 この事 業 は ３年 間 で ２ ３ 年 度 が最 終 年 度 とな り ま して 、 国 か ら県 を通 じて

お金 が下 りて き ておったんですけど も 、 そ こ で一 旦 事 業 が終 息 する とい う こ と で聞

いてお り ます 。ただ 、今 後 の雇 用 情 勢 によ り ま しては 、基 金 事 業 とい う ものが継 続

されるか も しれません し 、 その辺 の と こ ろが今 の と こ ろ まだわか り ませんけども 、聞 い

てお り ますのはふる さ と雇 用 は今 年 度 で終 わ り とい う こ と で聞 いてお り ます 。以 上

でございます 。 

 

（ 委 員 ） 
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 ２ ４年 度 から始 まる分 は市 独 自 の予 算 ですか 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 その部 分 については 、また基 金 の色 が違 い ま して重 点 分 野 とい う こ と で 、 また違

う色 分 けを した基 金 から 、継 続 して今 度 はふる さ と雇 用 からそ ち ら に １年 間 振 り

替 えを して １年 間 継 続 する と 。 

 

（ 委 員 ） 

 出 る と こ ろは違 うけ ど 、一 応 国 から出 る と 。 ２ ５ 年 度 以 降 はわからない と 。 いや 、

川 西 独 自 で されるのかな と 。 また １年 求 人 を出 して 

 

（ 議 長 ） 

 国 のそ うい うお金 とい うのは 、や っぱ り どんだけ取 っ てき ていただ く か とい うのは 、

事 務 局 とい うか 、行 政 の手 腕 かも しれない と思 います 。雇 用 関 係 だけでな く 内 閣

府 関 係 とかね 、今 は本 当 に入 り乱 れてあ り ますから 、や っぱ り精 査 して と っ ていた

だ く と い うのは大 事 かな と思 いますけど も 。豊 中 もた く さん と っ ておられます し 、 そ う

い う意 味 では事 務 局 は目 を光 らせて 、厚 生 労 働 省 関 係 だけでな く てね 、いろんな

ものがある と思 います 。 

 

（ 委 員 ） 

 労 働 組 合 側 と して も 、今 ３年 雇 用 した ら必 要 な方 なら正 社 員 とい う こ と で 、 それ

までパー ト さんでお られた方 をなん とか 、そ うい う制 度 をつ く っ て正 社 員 に した人 が

２人 お られるんですが 、今 回 、ふる さ と雇 用 で ３年 間 継 続 されてお一 人 は昇 格 と

い う形 で採 用 は してい るんですけども 、新 たにまたふる さ と雇 用 でまだ １年 しかた っ

ていないです 。 １ 年 間 伸 ば されて も ２年 でね 。今 あるのは ３年 間 とい うのがあるんで

ね 。 ３年 間 雇 用 した ら組 合 と し て も ち ゃん と した らんかい と言 えるんだけど 、 １ 年 間

の雇 用 の延 長 だけやったら 、延 して も ２年 や ったら ち ょ っ と この方 はど う し よ う も ない

とい うのがあ り ますんで 、お一 人 は正 社 員 の道 はあるんです 。 ３ 年 にな り ますんで

ね 。その辺 がち ょ っ と知 り たいな と思 っ て 、 で き た ら も う一 年 で も 、 その方 が １年 契

約 でも う １ 年 お られて 、 も う １ 年 とい う雇 用 ができ るか と言 えばそれはまだわからな

い話 ですけども 、実 際 お一 人 は ３年 間 ずっ と お られますんで 、その辺 ができた ら組

合 と して も非 正 規 から正 規 社 員 とい う こ との道 ができ ますんで 、少 しで も延 せた ら

と思 いますので 。 

 

（ 委 員 ） 

 今 の緊 急 雇 用 のお話 ですが 、私 たちは制 度 を使 わせていただいている立 場 で

すので 、それ とち ゃん と大 切 に して雇 用 を続 けてい きたいな 

 

 

と思 っ てお り ます 。 

 

（ 委 員 ） 

 先 ほどから読 んでいたんですけど も 、特 に申 し上 げる こ とはご ざいません 。 

 

（ 議 長 ） 

 そ した ら 、パー トの問 題 とか 、今 非 正 規 とかあ り ますけども 、今 ３ ０ 時 間 から ２ ０

時 間 に社 会 保 険 の適 用 のと こ ろ とかあ り ますけども 、 そ うい う労 働 者 が川 西 市 に

パー トの方 がどの く らいお るんか とか 、 なかなか難 しい と思 うんですけど も 、い き な り

ですけども 、 この提 案 を見 ていただいてご意 見 いただけませんか 。 

 

（ 委 員 ） 
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 昨 年 度 いないので 、 そ も そ もの提 案 の趣 旨 がそれぞれの ２行 の中 でど う い う背

景 で言 われているのか正 直 わからないので 、 なん と も コ メ ン トの し よ うがないんです

けども 、基 本 的 には私 の立 場 と して問 題 がある とい う よ う な と こ ろはない と思 いま

すが 、私 は役 人 ですので 、 こ う い った審 議 会 の場 での資 料 をつ く っ ていてなかなか

難 しい とい う こ とはわかっていますが 、川 西 市 さんの立 場 になる と私 も そんなにずけ

ずけ と物 を言 える立 場 ではないんですけども 、 た だ 、私 が今 日 初 めて こ こに来 た時

に 、 この審 議 会 は一 体 何 を審 議 してほ しい会 なのかな とい うのがち ょ っ と よ く わか

ら なか ったんですね 。 この資 料 を見 ても何 が何 回 、何 が何 回 とい っ て報 告 されま し

たけども 、私 か ら し ます とだか ら何 とい う感 じの と こ ろがあっ て 、結 局 、それぞれの事

業 がど うい う目 的 でやられてて 、それで この数 字 が効 果 が出 ている と考 え られてい

るのかど うか とい う と こ ろの評 価 、我 々が評 価 する と困 る と思 いますが 、事 務 局 と

してど う考 えてい ら っ し ゃ るのか とい う こ と も あ り ます し 、 それから 、今 後 何 か本 当 は

問 題 があって本 当 はやるべき こ とがあ っ て 、本 当 は ２ ４年 度 予 算 に反 映 すべき こ

とがあるん じ ゃ ないか とい う こ と を審 議 する場 なのかな とい うふ う に思 ったんですけど

も 、 まあ言 っ てみれば事 業 報 告 だけでち ょ っ と意 見 を言 った りす るのはそれぞれの

お立 場 で難 しいのかな とい うのはあ り ますけども 。 

 

（ 議 長 ） 

 そ も そも この審 議 会 の目 的 はとい う こ とに も及 ぶんですかね 。今 の市 事 務 局 か

らのご提 案 とい うのは昨 年 度 を踏 まえてお り ますので 、そ う い う意 味 では何 がなん

やら とい う こ とがおあ りか と思 いますけども 、今 別 の委 員 さんがお っ し ゃ った よ う に受

け止 めていただいた とい うのは昨 年 のこ と をお っ し ゃ っ てい る とい う部 分 もあ り ます

ので 、何 を審 議 するのか とい う こ と を明 確 に していただかない と とい うご意 見 だ と受

け止 めま して 、次 の委 員 さんいかがで し ょ う か 。 

 

（ 委 員 ） 

 私 も今 回 初 めての参 加 ですので 、いただいた労 働 問 題 審 議 会 の資 料 だけが

手 がか りで考 え させていただいているわけなんですけど 、今 委 員 さんが言 っておら

れる こ とは心 で感 じてい る こ と です 。大 き な目 的 、それぞれの方 に提 出 していただ

きたいんですけど も 、 これまで継 続 されてきた方 々からの申 し送 り と し てご提 案 に

対 する回 答 だ と理 解  

 

 

してお り ます 。 

これまで審 議 された中 でご提 案 が上 がった とい う こ とは議 論 されてきた 、私 は初

めてですから 、 このいただいているレジ ュ メ に従 っ て判 断 する しかないな とい うふ う に

思 っ てお り ますが 、何 よ り も雇 用 の問 題 で大 きいな と感 じてい るのは若 年 者 の就

職 、 これが成 功 しない限 りには 、やは り地 域 の発 展 もあ り ません し 、 この提 案 にあ

る こ とについては大 きなテーマだ と思 っ ています 。 

 それぞれ １ とか ２ とか ３ とかついては 、 これまで継 続 されていた方 の提 案 ですので

、確 かに内 容 はつかみど こ ろがない 、は っ き りわか ら ない と こ ろがあるんですけども 、

た だ提 案 の ４に関 しま しては 、表 彰 する とい う制 度 はいいんですけども 、先 ほどの ３

ページの問 題 にも関 連 するんですけども 、 そ も そ も技 能 功 労 者 とか優 良 従 業 員

表 彰 とか 、今 までや っ てきた制 度 の基 準 も よ く わか り ませんので 、 ど う い う設 定 で

表 彰 されているのかな とい う こ と も含 めてわからない と言 えない とい う こ とがあ り ます

。 

 

（ 委 員 ） 

 私 も この審 議 会 の メ ンバーになるのは久 しぶ り なんですけど も 、 ただ旧 態 依 然 と

して変 わっ ていない とい う こ とに若 干 と言 いますか 、 ク エ スチ ョ ンを持 っ てい るんです

。例 えば 、 これ を読 ませていただいた中 には一 番 最 後 のページの中 に退 職 と再 度
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働 く にあた っ ての社 会 保 険 の問 題 、税 の問 題 、年 金 の問 題 とい う 相 談 があるわ

けです 。た またま と言 う と怒 られますが 、社 労 士 の先 生 も この委 員 会 の中 にお ら

れるわけですよね 。そ した ら 、今 定 年 退 職 して ２ ８ 万 円 以 上 を働 いた場 合 、収 入

があった場 合 、 ２ ８ 万 円 をオーバー した部 分 について ５ ０ ％ カ ッ ト され る年 金 が 。そ

の制 度 が 、今 度 ４ ８万 円 になる とかい う議 論 が今 国 会 の場 で され ているわけです

よね 。 

 

（ 委 員 ） 

４ ６ 万 円 にな っ ていますね 、 ６ ５ 歳 以 上 がね 。 ６ ０ 歳 か らが ２ ８万 円 で 、 ２ ５ 年 の ４

月 １日 か らは年 金 の支 給 年 齢 が上 がってい く ん で 。 

 

（ 委 員 ） 

 いやね 、そ うい う こ とを企 業 自 身 も よ く 知 ら ない 。本 人 も知 ら ない とい う部 分 が多

々あるので 、やは りそ うい っ た部 分 については 、 こ こ に加 盟 されている皆 さんにき っ

と加 盟 の企 業 さんにお知 らせを して 、個 人 に もお知 らせをする とい う 、 お金 を援 助

する こ とができ ないんであれば 、情 報 を し っか り提 供 してい く 。或 いは 、年 金 の問 題

も含 めて事 業 主 の皆 さんなかなか知 らないもんですから 、 そ うい った年 金 問 題 につ

いて厚 生 労 働 省 から 、或 いは 、共 済 から連 絡 が個 人 と タ イ ア ッ プ だけではな く し て

、事 業 主 さん も そ う い っ た年 金 を自 分 たちが働 いている従 業 員 が一 体 い く ら年 金

を も ら うお う と し てい るのか 、そ う い っ た こ と もや っぱ り事 業 主 さんに知 っ ていただ く と

い う こ と も 、 これはやはり労 働 問 題 を担 当 し てい る窓 口 の仕 事 や と私 は思 ってい

んです 。 

 そ うい っ た こ とを し っか り と こ んだけどんどん変 化 してい っ てい るのに 、そ う い った こ

とに触 れていない とい う こ とについた ら仕 事 を していない と 、障 害 者 の問 題 も含 め

て今 度 変 わるで し ょ 。 そ う い っ た こ と も障 害 者 ではあるけど も 、働 いた ら労 働 者 に

なんですよね 。 

 だから 、 そ うい った こ とを今 南 の方 で障 害 者 を無 理 や り一 人 、二 人  

 

 

三 人 雇 用 して く れてるけども 、 そ うい っ た こ と を事 業 主 さんにも報 告 を してい く と い

う こ と で 、や っぱ りそ うい う情 報 開 示 、情 報 連 絡 を し っか り と労 働 問 題 の中 で取 り

組 んでいただ きたい とい うふ う に思 っ てお り ますので 、 よ ろ し く お願 いいた します 。 

 

（ 議 長 ） 

 それはセ ミ ナーなんかにも入 れた らど うか と 。 

 

（ 委 員 ） 

 ただね 、セ ミ ナー とい っ た ら人 間 とい う ものはおか しいもので 、実 は私 はダイハツな

んですけどね 、自 分 がその身 になら ない と 、 セ ミ ナーや っ ても なかなか来 て く れない

んですよ 。自 分 が ５ ５歳 ぐ ら いにな っ て きた ら 、 あ と ５年 ぐ ら いにな っ て き た ら 、 セ ミ ナ

ーで年 金 問 題 やって も結 構 来 て く れ るんですけども 、個 々の相 談 をた く さん受 けら

れるよ う になる とい う こ とが一 番 じゃ ないか とい うふ う に思 った りす るんですけどね 。

セ ミ ナーでパ ソ コ ン とか 、 こ う い うのは別 ですけどね 。 

 

（ 議 長 ） 

 ただ 、労 働 問 題 を担 当 する者 はいろんな情 報 を豊 富 に持 ってお く べ き である と

い う ご提 案 ですね 。あ りが と う ご ざいます 。 

 そ した ら 、特 に市 から提 案 があ り ま した ５項 目 、その他 でも結 構 ですけども 。 

 

（ 委 員 ） 

 も しセ ミ ナー とか される場 合 で今 お っ し ゃ っていた よ う な社 労 士 会 ででき るセ ミ ナ
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ー言 っていただ き ま した ら 、年 金 について国 会 で審 議 されていますけど も 、 ２ ５ 年 ４

月 １日 か らは ６ １歳 か ら ６ ５ 歳 は希 望 者 は全 員 再 雇 用 せなあかん とか 、育 児 介

護 休 業 法 の改 正 とか 、そ う い う セ ミ ナーでよければ社 労 士 でベテ ラ ンの う まい先 生

をご紹 介 させていただき ますので 、そ っ ちの方 動 か させていただ き ます 。 

 

（ 議 長 ） 

 商 工 会 議 所 もそ う い う こ と をやっ ていら っ しゃ るで し ょ う か ら 、 ご一 緒 に とい うの も

あるで し ょ う ね 。あ りが と う ご ざいます 。 

 ３ ０分 の予 定 が大 体 その とお りい っ た と思 います 。今 日 三 つのテーマで最 初 は

雇 用 対 策 とい う こ とか ら報 告 があ り ま した 。 それにつき ま しては 、川 西 市 の企 業 の

実 態 、どの く ら いの規 模 の企 業 がどの く ら いあ っ て 、 どのあた りの企 業 がこ こに参

加 してい ら っ さ るのか とい うのがよ く わから ない とい うのが最 初 から出 てお り ま した 。 

 手 を挙 げた人 が相 談 に来 る 。手 を挙 げた方 が求 職 のと こ ろ においでになる とい う

のが実 態 ですので 、今 の と こ ろ雇 用 対 策 につ きま して も大 枠 をあま りつかまれてい

ないまま進 んでいる と思 います 。それは福 祉 セン ターの方 もそ う で して 、 １ ０ ２ 社 とい

うのがどの く ら いの規 模 になっ てい るのか 。 どの く らいの割 合 になってい るのか とい う

のがよ く わから ない 。確 か 、 １ 万 以 上 あ り ま し たかね 、川 西 市 の企 業 数 は 。 

 

（ 委 員 ） 

 一 応 、 ２ １ 年 度 の企 業 センサスのデー タではございますけど も 、 

 

 

３ ０ ０ 人 以 下 の従 業 員 のと こ ろが約 ４ ０ ０ ０事 業 所 あ り ます 。 

 

（ 議 長 ） 

 とい う こ とは 、 その上 はあま りあ り ませんから 、 ４ ０ ５ ０ とかい うのが 、全 市 の企 業

数 で 、あ と ５ ０ 人 以 下 がすご く 多 い 、 さ ら に ５人 以 下 が ７割 ぐ ら いで したかね 。そ う

い うのが こ この実 態 ではないか と思 いますので 、 この １ ０ ２ 社 がどの く らいの割 合 に

当 たるのか とい うのが極 々少 ない と も言 えます し 、 で も 、手 を挙 げて参 加 してい る と

い うのはやっぱ り意 欲 的 なのかな と思 います し 、 その辺 実 態 が見 えた ら よ く わかる

とい うのはある と思 いますね 。非 常 に ５人 以 下 が多 かった と思 います 。 

 それで 、い ろい ろご意 見 いただ き ま して 、昨 年 の皆 さまのご意 見 がこ う い う形 に出

てきたのはよかったな と 。 よか っ たけれども 、 これか ら ど こに行 く のか とい うのは非 常

に混 沌 と してい るよ う ですけども 、最 後 の中 小 企 業 と若 年 求 職 者 とのマ ッ チ ング

、 これは具 体 的 にかな り で き る とい う こ と です よね 。事 務 局 いかがで し ょ う か 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 一 応 今 回 、川 西 パー トバン クが川 西 しご と ・ サポー ト セ ン ターにリ ニ ューアルオー

プ ンする と 。当 然 、その事 業 は進 めてい く 訳 で ご ざいますけども 、 それに当 た り ま し

て 、国 と市 が一 体 的 事 業 とい うかよ く 相 談 した中 で事 業 を実 施 してい く と い う こ と

でご ざいます 。 

 も ち ろん 、 これまでの就 職 あっせん とい う部 分 については 、引 き続 いて施 設 の方

で させていただ く ん ですけども 、 それ とプ ラ ス して雇 用 に結 び付 く事 業 を市 と国 の方

で連 携 してや っ てい く と い うふ う な話 で今 進 んでお り ま して 、一 応 合 同 の就 職 面

接 会 の方 ですね 、で き れば ２回 程 度 実 施 させていただきたい と思 っ てお り ますの と

、 そのセ ミ ナー関 係 の部 分 もできれば数 回 程 度 させていただ きたい とい う こ と で進

めてお り ます 。 

 ただ 、 ち ょ っ と まだ予 算 の関 係 も通 っ てお り ませんので 、一 応 その話 はその方 向

で今 進 めている と こ ろ でご ざいます 。以 上 です 。 

 

（ 議 長 ） 
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 それでは 、次 年 度 ではこれの報 告 があ り得 る とい う こ と で し ょ う かね 。それ と市 内

の中 小 企 業 とマ ッ チ ング させる とい う こ と で 、先 ほどの提 案 の ４番 に優 良 中 小 企

業 の表 彰 とい う こ とが書 かれているんですけど も 、今 のひ ょ う ご仕 事 と生 活 のバラ

ンス企 業 表 彰 とい うのは 、や っぱ り大 企 業 とい うのがみんな選 ばれてお り ます 。 

 中 小 企 業 を対 象 と します と 、基 準 も変 えていかない といけません し 、 も う ち ょ っ と

川 西 市 の中 を よ く 見 て 、 これは若 年 者 のお勧 めの企 業 やとい うのを イ メ ージ とい う

か 、わか った う えでお勧 めする とい う こ と も必 要 だろ う と思 いますので 、 こ こへ乗 っか

っ てい く と い う こ と も私 は難 しいかな と思 っ てお り ます 。大 企 業 ばか り これだっ たら表

彰 される こ とになるので 。川 西 市 の若 年 者 と マ ッ チ ング させるのはち ょ っ と役 に立

たないかな と 。中 小 企 業 は中 小 企 業 の基 準 があ り ますので 、大 企 業 の育 休 をな

んぼ と っ たか とい うのが表 彰 の メ イ ンにな っ て く る と これは中 小 企 業 はみんな落 ちて

しま うので 、 これは別 の基 準 が必 要 なのかな と思 いますけど も 。 で も 、 こ う い う形 で

進 めていただけるよ うな方 向 を と っ ていただいてあ りがたい と思 っ てお り ます 。 

 

 

 それでは 、お約 束 の時 間 を ち ょ っ と過 ぎま したけども 、最 後 にお話 し したい とか 、

事 務 局 の方 で何 かございますで し ょ う か 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 本 日 、委 員 の皆 さん方 からいただいたご意 見 につきま しては 、次 回 までには必

ず整 理 させていただ き ま して 、審 議 会 の充 実 等 々を図 っ てい きたい と考 えてお り ま

す 。 

 実 際 に 、私 ど も労 政 担 当 といた しま しては 、大 き く 事 務 分 掌 にも取 り上 げてお

るんですけども 、二 つございま して 、一 つは労 働 者 の福 利 厚 生 に関 する こ と 。 も う

一 つは雇 用 対 策 に関 する こ と とい う こ と で 、具 体 的 にはこ こに掲 げてお り ます こ う

い う各 種 事 業 を展 開 してい るわけでございます 。 

 私 ど も事 務 局 といた しま しては 、 この事 業 展 開 してい るわけですけども 、 この結

果 報 告 を させていただいて 、委 員 の皆 さん方 に評 価 チ ェ ッ ク し ていただ き ま して 、 よ

り その事 業 を発 展 させる 。或 いは 、極 端 な話 、無 駄 な場 合 は廃 止 する とか 、そ う

い う判 断 を この審 議 会 で委 員 の皆 さま方 にご意 見 をいただき まして 、今 後 進 めて

い っ てはど うか と思 っ てお り ます 。 

 それ と 、市 と し て大 き く 市 長 が方 向 性 を見 出 した り 、或 いは 、目 標 を設 定 する と

き には 、諮 問 とい う こ と では っ き り と委 員 の皆 さま方 に答 申 をいただ く ために諮 問

させていただ く と き も ございますので 、 よ ろ し く お願 い したい と思 います 。以 上 でござ

います 。 

 

（ 議 長 ） 

 それでは 、お約 束 の時 間 を ち ょ っ と過 ぎてお り ますけど も 、 これで本 年 度 の労 働

問 題 審 議 会 を終 了 させていただきたい と思 います 。 

 ど う も皆 さんあ りが と う ご ざいま した 。 

 

（ １ ６ ： ２ ８ ）  

 

  ※ 主な発言の要旨等 、審議経過がわかるように記載すること。
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